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日本における難民受け入れの歴史的変遷
大野	沙織（京都大学大学院総合生存学館	5 年一貫制博士課程 1年）

　難民とは誰かというと、広い意味で移動を強制された人々のことを指しま
す。また国といった政治的共同体から切り離されて、人権をはじめとするあ
らゆる権利を失った人々というふうに考えることもできます。また移動を強
制される原因として、紛争や人種差別といったものだけではなく、自然災害
や、経済的困窮などの要素なども存在します。また移動を強いられている人々
は現在戦後最大の数を記録しています。

　難民状態の解消のためには情勢が安定して自分の国に戻ること、また最初
に避難した国に定住すること、そしてその最初に到着した国から、また別の
国に定住することが考えられます。現在難民の 2/3 以上は、比較的貧しい国
が受け入れていて、先進国の中では、積極的に難民を受け入れようとする姿
勢を示す国もありますが、日本はかなり消極的な姿勢を示しています。

　この問題を考えるにあたってグローバルな視点、先進国として日本はどう
貢献していくべきか、ということや、外交政策としての視点、また日本の地
域に受け入れたときにどう社会統合していくか、そういった視点が必要に
なってくると考えています。

　ご清聴ありがとうございました。

G-12
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